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 ためになる「日本人のしきたり」☆重陽の節句ー九月九日が菊にちなむワケ

九月九日を、「重陽の節句（節供）」といいます。もともと中国の考え方で、
九という陽数（奇数）が重なることから「重陽」と呼び、めでたい日とされ
てきました。始まりは、六朝時代の桓景という人物にまつわる故事にちなん
でいます。「この日に高い所に登り、菊酒を飲めば、災いが避けられる」として、
九月九日になると人々は酒肴や茶菓などを持って、小高い山に登り、紅葉を
眺めながら一日を楽しみ、邪気を払ったということです。古来、中国では菊
の花は不老長寿に結びつくと信じられ、九月九日にはとくに菊の花を浮かべ
た菊酒を飲むのが習わしとなっていました。この習わしが飛鳥時代、日本に
伝わって、宮廷の行事として菊花宴が開かれるようになり、平安時代には重
陽節として正式な儀式となりました。「紫式部日記」には、八日の夜に綿を
菊の花にかぶせ、翌朝、露にぬれた菊の香のする綿で肌をぬぐうと、長寿を
保つことができるという「菊綿」の慣習が描かれています。江戸時代になる
と重陽の節供は五節供の一つ「菊の節供」として、民間にも広まっていきま
した。明治時代以降、この風習は少しずつ薄れてきていますが、いまでもこ
の日に、菊にしなんで、各地で菊の品評会が開かれています。
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